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第5節 食料の問題❶

第2章　世界が抱える様々な課題

飢餓と発展途上国の農業

●世界中には貧困のため、食料の確保が困難な人が存在することを知り、その原因を考えさせる。

●干ばつ等により、特に発展途上国の食料生産が危機的な状況にあることを理解させる。　　
　　

●発展途上国では先進国に輸出するための農業産品を生産しており、農業システムが先進国の
都合で作り変えられていることも多い。工業化や産業が多様化することは、経済基盤を安定
させることにつながる。

●先進国の食卓を支える発展途上国の生産現場では多くの人々が貧困に喘いでいるという現
状がある。発展途上国の人々がいかに懸命に働いても、まともに食べられないとはどういうこ
とかを考える。

指導のねらい

学習指導要領
との関連

・ 中学校社会［地理的分野］（１）イ
・ 中学校社会［公民的分野］（４）ア、イ

発展途上国の農業
発展途上国では、灌漑などの設備が整っている地域は極め
て限られている。そういった地域では，天候の影響を直に
受けやすくなる。長期的な干ばつや洪水などが発生すると、
農作物の生産量が激減するなどの壊滅的打撃を受ける。ま
た、輸出用の商品作物などが農業産品の中心になっている
国も多く、不作などの影響により国の経済に大きな打撃を
受けやすくなっている。

フェアトレード
通常、需要や市場価格の変動などが影響する国際的な取引
においては、発展途上国の生産現場は弱い立場に置かれ
ていることが多い。そのため、発展途上国での生産者や労
働者は低賃金労働を強いられることになる。フェアトレード
は、発展途上国での生産や労働に対し、正当な対価を支払
い、人々の自立を促すことを目的とした取引である。

●世界各地における人々の生活の様子とその変容について、自然及び社会的
条件と関連付けて考察させ、世界の人々の生活や環境の多様性を理解させる。

●世界では，食料不足のために栄養失調や栄養不足になっている人が9億人
以上も存在し、約8人に１人が飢えているという現状を理解させる。

●貧困などの課題の解決のために、経済的、技術的な協力などが大切である
ことを理解させる。

●南北の経済格差を解消し、発展途上国の生産者と先進国の消費者をつなぐ
パートナーシップを目指すフェアトレード（公正取引）運動について理解させる。

国際理解
学習

世界遺産/
文化財

その他

気候変動

生物多様性

防災学習

エネルギー
学習

ESDとの
関連
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分　類

極度に
低い

非常に
低い やや低い やや高い 非常に

高い

栄養不足の人口の割合

栄養不足度

<5%

世界では10億人近くが飢餓に
苦しんでいます。これは、北米と
ヨーロッパの人口を合わせた

数とほぼ同じです。

子ども１人につき、1日およそ
30円で、栄養たっぷりの給食を
届けることができます。
※為替の変動によって費用に

変化が生じます。

5～9% 10～19% 20～34% ≧35% データ不足

1 2 3 4 5

とうもろこし
一本の食事

飢え
う

失業・収入減

病気

無活力・無気力

ひん こん

教育機会の減少
就職難

より深刻な貧困

発育不足

世界では飢
き

餓
が

に苦しんでいる人が、約9億2500万人もいます。
そして、そのほとんどがアジアやアフリカなどの発

はっ

展
てん

途
と

上
じょう

国
こく

に集
中しており、特にサハラ砂

さ

漠
ばく

より南のアフリカ地域は非常に深刻
な状態です。発

はっ

展
てん

途
と

上
じょう

国
こく

では、5歳
さい

以
い

下
か

の子どもが毎年1000
万人も死亡し、その60％が栄養不足・飢

き

餓
が

が原因で亡
な

くなって
います。

自然災害
地
じ

震
しん

や津
つ

波
なみ

、洪水や干ばつなどの自然災害が起こると、人々は家
や財産、仕事などの生

せい

活
かつ

基
き

盤
ばん

を失い、農作物は被
ひ

害
がい

を受けます。
近年、自然災害による被

ひ

害
がい

が深刻化しています。

紛
ふ ん

争
そ う

紛
ふん

争
そう

が起きると、大勢の人が家や農地などすべてを捨てて避
ひ

難
なん

せざるを得なくなり、なかなか住んでいた場所に帰ることができ
ません。地元に残ったとしても、危険で農作業もままならず、食

しょく

料
りょう

の確保は困難を極
きわ

めます。

ハンガーマップ：世界の飢
き

餓
が

状
じょう

況
きょう

資料1

飢
き

餓
が

の原
げ ん

因
い ん

資料3

飢
き

餓
が

の問
も ん

題
だ い

資料2

飢
き

餓
が

に陥
おちい

ると、子どもは発育不足や病気になり、大人は働く力や
気力がなくなって失業してしまうこともあります。また、収入がな
くなると食べ物を買うことができなくなり、飢

き

餓
が

状
じょう

態
たい

から抜
ぬ

け出
せないという悪

あく

循
じゅん

環
かん

に陥
おちい

ります。親の収入がなくなると、子ども
の栄養状態が悪くなったり、親の代わりに働かなければならず学
校に行く機会を失ったりします。

慢
ま ん

性
せ い

的
て き

貧
ひ ん

困
こ ん

貧しい農民は農業を行うための土地
や水、種を確保する資金がないため、
収入や食料を得ることが難しくなり、
貧困や飢

き

餓
が

から抜
ぬ

け出せません。そ
のほか、農

のう

業
ぎょう

基
き

盤
ばん

の不整備、HIV/エ
イズなどの感

かん

染
せん

症
しょう

、環
かん

境
きょう

破
は

壊
かい

なども飢
き

餓
が

の原因として挙げられ
ています。また、食料価格などが高

こう

騰
とう

すると、貧しい人々が真っ
先に被

ひ

害
がい

を受けます。また、子どもも教育を受けることができな
くなるため、貧困が連

れん

鎖
さ

します。

写真提供：長倉洋海／ JICA

分　類

極度に
低い

非常に
低い やや低い やや高い 非常に

高い

栄養不足の人口の割合

栄養不足度

<5%

世界では10億人近くが飢餓に
苦しんでいます。これは、北米と
ヨーロッパの人口を合わせた

数とほぼ同じです。

子ども１人につき、1日およそ
30円で、栄養たっぷりの給食を
届けることができます。
※為替の変動によって費用に

変化が生じます。

5～9% 10～19% 20～34% ≧35% データ不足

1 2 3 4 5

出所：WFP「世界の飢餓状況2010」
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超乾燥

乾燥

半乾燥

乾いている～やや湿潤

湿気が多くやや湿潤～湿潤

冷涼

干ばつが発生した地域

総降水量の割合や蒸発して失われる水の総量により地域を分類

■乾燥地域

70%以上

50～69%

30～49

10～29%

10%未満

データなし
農業労働力の50%以上が女性国別の農業労働者の労働力人口に占める割合

（2010年予測）

■農業労働者の割合

世界の乾
か ん

燥
そ う

地
ち

域
い き

と干ばつの発生状
じょう

況
きょう

資料4

農業労働者の割合資料5

世界の乾
かん

燥
そう

地
ち

域
いき

は、アジア内陸部、西アジア、アフリカ北部など
に分布しており、約21億人が住んでいます。このうち約10億
人は、干ばつや砂

さ

漠
ばく

化
か

で生活を脅
おびや

かされています。彼
かれ

らの多く
は、自然資源に頼

たよ

った生活をしており、天水（雨水や川、池など）
による農業や放牧で生計を立てています。ひとたび干ばつになる

と、多くの家
か

畜
ちく

を失い、日々の糧
かて

を得ることができなくなります。
そして、その土地の能力を超

こ

えた過耕作や過放牧、また、食事や
暖をとるためにただでさえ少ない木を切り倒

たお

すことで、砂
さ

漠
ばく

化
か

が
進んでしまう事態が起きています。

世界的に見て、農業に従事する労働者の割合は低下してきてい
ます。しかしながら、アフリカやアジアの発

はっ

展
てん

途
と

上
じょう

国
こく

では、50％
以上、70％以上という国もあります。こうした国では、灌

かん

漑
がい

など
の農

のう

業
ぎょう

施
し

設
せつ

の整備が遅
おく

れ、機械化も進んでいないことが多く、
自然災害などにより不作になると、国全体で大きな打

だ

撃
げき

を受け、
貧
ひん

困
こん

層
そう

をさらに増大させることになります。また、アフリカでは
エイズの蔓

まん

延
えん

で、農業に従事する労働力が失われています。

先進国では、直接農業に関わる労働者は減ってきていますが、肥
料や農薬の生産、農業機械の製作などに多くの人が携

たずさ

わり、かげ
で高い生産力を支えています。
発
はっ

展
てん

途
と

上
じょう

国
こく

では、農業形態の変化などにより、農業では生計を
立てることができなくなった人々が、都市に流れ、貧

ひん

困
こん

層
そう

となる
事態が起こっています。

出所：IPCC「Climate Change 2007：Synthesis Report」

出所：FAO「FAO STAT 2007」
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第5節 食料の問題❶第2章　世界が抱える様々な課題

コーヒー豆の生産国と消費国（上位5か国）資料6

東南アジアの産業の移り変わり資料7

コーヒー農家は、コーヒー豆を生産して、いくらの対価を
得ているのでしょう。ある試算では１杯

ぱい

のコーヒーの値段
の1 ～ 3％が、コーヒー農家の取り分だといいます。
つまりわたしたちが飲んでいるコーヒーが300円だとす
れば、農家の収入は3 ～ 9円となります。
コーヒー豆が生産者から消費者に届くまでには、買い付
け、輸送、焙

ばい

煎
せん

、販
はん

売
ばい

などの段階が必要で、いくつもの
業者を仲

ちゅう

介
かい

することになりますが、発
はっ

展
てん

途
と

上
じょう

国
こく

の生産者
や労働者は弱い立場に置かれやすく、そのため取り分が
低く抑

おさ

えられています。
一方で、こういった経済システムでは、発

はっ

展
てん

途
と

上
じょう

国
こく

にいる
生産者がずっと弱い立場のままであり、いつまでも貧

ひん

困
こん

状
じょう

態
たい

から抜
ぬ

け出せず、自立できないことから、生産者の
立場を守るための取引としてフェアトレードという取り組
みがあります。

コーヒー農家の取り分コラム

コーヒー豆の生産国ベスト５は、上から
順にブラジル、ベトナム、コロンビア、イ
ンドネシア、エチオピアで、新興国や発

はっ

展
てん

途
と

上
じょう

国
こく

がその中心となっています。
一方、消費国ベスト５はアメリカ、ドイツ、
日本、スウェーデン、フィンランドで、す
べて先進国です。
コーヒーの生産地では、商品作物として
コーヒー産業に依

い

存
ぞん

している現状があり
ます。しかし、天候の影

えい

響
きょう

で不作になっ
たり、生産過多により価格が下がったり
すると、経済的に大きな打

だ

撃
げき

を受けます。

マレーシアやインドネシアなどの東南ア
ジアの国々では、以前、植民地時代に作
られたプランテーション（大農園）でゴム
やコーヒーなどが栽

さい

培
ばい

されていました。
しかし、近年工業に力を入れることによ
り、国の産業構造が変化してきています。
当初は簡単な組み立てや加工による工業
製品が中心でしたが、しだいに高い技術
力を必要とする工業製品も作られるよう
になってきています。

■ マレーシア産業の移り変わり ■ インドネシア産業の移り変わり

フェアトレードでは、生産者に対し、労働の対価をきちん
と支

し

払
はら

える仕組みを作っています。そして今、少しずつ
ですが、日本でもフェアトレード商品を扱

あつか

っているお店が
増えています。

ORDE M E P R O G R E S S O

■ マレーシア産業の移り変わり

1980年

2007年

石油
23.8%

天然ゴム
16.4 その他 30.9

木材
9.3

機械類

機械類 47.6% その他 34.5

パーム油

パーム油 4.7 天然ガス 4.3

10.7 8.9

石油 5.5 石油製品 3.4

■ インドネシア産業の移り変わり

1980年

2007年

その他
15.6

その他 59.810.7
%

石油
8.1

石油 53.3% 13.2 7.1 5.4 5.4

木材 石油製品
天然ガス 天然ゴム

天然
ガス
8.6

パーム油 6.9
石炭 5.9機械類

写真：アフロ

出所：貿易統計年鑑2007年版ほか

出所：FAO「FAOSTAT 2010」
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第5節 食料の問題❷

第2章　世界が抱える様々な課題

食料の需要と供給のバランス

●農産物の貿易自由化により、外国から多くの安価な農産物が輸入されるようになり、日本の食料自給
率は大幅に低下していることを理解させる。また、他にも食料自給率の低下は日本人の食生活の変化
が大きく関連していることに気付かせる。

●日本はカロリーベース自給率が40％に過ぎない（60％が輸入）にもかかわらず、食品の約3分の１
が廃棄されていることを知る。

●食料価格高騰の背景に私たちの生活様式や生活習慣が大きくかかわっていることなどに、気付かせる。
「経済的に豊かな人々」が優先的に食料を確保し（それを無駄に廃棄し）、食料の価格を釣り上げて
いる構造があり、最も被害を受けているのは貧しい人々であることを理解させる。

指導のねらい

学習指導要領
との関連

・ 中学校社会［地理的分野］（１）イ
・ 中学校社会［公民的分野］（４）ア、イ
・ 中学校技術・家庭［家庭分野］B

食料自給率
国内で消費される食料について、どれくらい国内の生産で
賄えているかを示す割合のことで、日本の食料全体におけ
る自給率を示しているものを総合食料自給率という。算出
方法には、一般的によく使われる食品を供給熱量に換算し
たもの（カロリーベース）と食品を金額に換算したもの（生
産額ベース）があるが、安く大量に購入される外国産食料
に比べ、国産の食料は価格が高くなるので、カロリーベー
スのものよりも生産額ベースのほうが自給率は高くなる。

フードマイレージ
輸入された食料の量×日本までの輸送距離で計算した値
（単位はtkm＝トンキロメートル／人）で、食料輸送がど
れだけ地球環境に負荷を与えるかを示す指標である。生産
地と消費地が近ければ負荷は減り、遠くから食料を運んで
くると負荷は増えていく。最近行われている、地元でとれ
る食材や、旬の食材を選ぶようにする取り組み（地産地消
など）はフードマイレージ、すなわち環境負荷が小さく、食
料自給率も向上させる取り組みと言える。

●世界的な視野から日本の食料に関する現状や特色を取り上げ、国内の食料
に関する課題を理解させる。

●自分の食生活に関心をもち、問題点があればそれを改善する工夫を考えた
り、自分や家族の食生活をさらに豊かにするための工夫を考えたり、課題を
もって日常食の調理や地域の食材を生かした調理計画を立て、食生活をよ
り良くしようとする意欲と態度を育てる。

●国際的な相互依存関係の深まりの中で、各国民が協力し合うことが重要で
あることを認識させる。

環境学習

国際理解
学習

世界遺産/
文化財

その他

気候変動

生物多様性

防災学習

エネルギー
学習

ESDとの
関連

資料1

資料1

資料2

資料3

資料3

資料4 資料5
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先進国、新興国

こんなん

はってん と じょうこく しょくりょう ゆ にゅう

発展途上国では食料輸入が
ますます困難になります。

先進国、新興国が
輸入を続けると、世界全体の
食料価格が上昇します。

じょうしょう

食料の価
か

格
かく

高
こう

騰
とう

の大きな原因の一つに先進国や成長著
いちじる

しい新興
国が穀物確保に力を入れていることが挙げられます。日本と同じ
ように、新興国でも人々の食生活は変化しています。例えば、中
国では家

か

畜
ちく

飼
し

料
りょう

の大豆の輸入量が10年間で9倍に膨
ふく

れ上がり
ました。

日本の食料自給率（カロリーベース）は、1960年には80％近
くありましたが、いまや半分の40％以下にまで下がっています。
雨が多く、夏の気温が高い日本では稲

いな

作
さく

が発達していたため、
自給率が高かったころは米を中心とした食事でした。しかし、日
本の食生活が大きく変化し、食料自給率は下がってきています。

近年になって、米、小麦、とうもろこし、砂糖などの価格が高
こう

騰
とう

し
ています。原因としては、原油価格の高

こう

騰
とう

、とうもろこしやサトウ
キビがバイオ燃料の原料として、転用されたことによる需

じゅ

要
よう

の拡
かく

大
だい

、気候変動による不作などが挙げられます。

近年、米の消費が減り、肉類や油
ゆ

脂
し

類
るい

の摂
せっ

取
しゅ

が増えています。
日本国内で飼育されている牛や豚

ぶた

などのエサとなるとうもろこし
や、油やしょうゆの原料となる大豆は日本で十分に作ることがで
きず、輸入に頼

たよ

っています。つまり、国産の肉や日本食に欠かせ
ないしょうゆやみそも、実際には輸入穀物に支えられているのが
現状です。

日本では、主に家庭、学校、事業所で出るゴミを一
いっ

般
ぱん

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

と呼び、一年間で5082万トン（2007年）あり、
台所ゴミは約1500万トンになります。そのうち、食べ
残しや手つかずの食品といった、まだ食べられるものが
40％近くに上り、その量は600万トンになります。
日本はたくさんの食品を外国から輸入しているにもかか
わらず、大量の食品を廃

はい

棄
き

している現状があります。

・台所ゴミ1500万トンは、国民一人あたり125㎏
・手つかず食品290万トンは、国民一人あたり24.1㎏
・食べ残し305万トンは、国民一人あたり25.4㎏

食料価格高騰の原因資料5
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日本での食料の廃
は い

棄
き

状
じょう

況
きょう

資料3

食料の価格変動資料4
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出所：環境省 平成19年度 容器包装廃棄物の使用、排出実態調査

（2002年から2004年までの価格を100とした場合）

出所：FAO Food Price Index
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